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１ｃｈ FFT でスケジュールを使う手順書

Ver.1
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本手順書の内容

1. Repolyzer(XN-8100)の起動

2. ORFファイルの選択

3. コンフィグボード（解析条件）の設定

1. 校正

2. 周波数レンジ設定

3. 周波数分解能（ライン数）の設定

4. 定時間スケジュール

4. グラフ表示

5. ツールパレット表示

1. 波形ビューア（オプション XN-0850）

2. ステータスモニタ

6. 計測

7. プロジェクトの保存
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１．Repolyzer(XN-8100)の起動及びリモコンパレット表示

①デスクトップ上の左のアイコンをダブ
ルクリックして、Repolyzer（XN-8100)を
起動してください。

リモコンパレットツールボタン

②リモコンパレット（下図）の表示

左図のメニューまたは、ツールボタン
で表示できます。

リモコンパレット
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２．１ｃｈプロジェクトを開く①

①ツールバーもしくは、ファイルメニューから、
プロジェクトファイル “1chFFT.xnprj” を開きま
す。
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２．１ｃｈプロジェクトを開く②：プロジェクトの確認

このような画面になったでしょうか？
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注：“Repolyzerサンプルデータ”フォルダは、
RepolyzerインストールCDから、Repolyzerを
お使いになるPCにコピーしておいて下さい。

①リモコンパレットの
FileReadボタンを押す

リモコンパレット ②FileReadボタンの右側の
細ボタンを押して、ファイル
選択ダイアログを開く

③ “デモ信号.ORF”を選択
する。

２．１ｃｈプロジェクトを開く③：ORFファイルの選択
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３．コンフィグボード（解析条件）の設定①

コンフィグボードツールボタン

コンフィグボードとチャンネルパレット
（下図）の表示

左図のメニューまたは、ツールボタ
ンで、表示できます。

コンフィグボード

チャンネルパレット
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３．コンフィグボード（解析条件）の設定②：設定の確認

コンフィグボードを開いて、
チャンネルパレットの“CH.1”
をクリックしてください。

左図のようなツリー表示に
なったでしょうか？
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３．コンフィグボード（解析条件）の設定③：定時間スケジュール

①Scheduleボタンをクリックしま
す。設定ダイアログが開きます。

②OKボタンをクリックしてください。

②定時間スケジュールを選択します。
③計測時間を“5s”にします。
④保存間隔を“500ms” （0.5s）にしま
す。
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４．グラフ表示①

オブジェクト挿入ツールボタン
（左から、グラフ、ファイルデータ、テキスト、四角、円、線分、画像）

グラフの表示は、レポートペーパに、グラ
フオブジェクトを配置する事で実現します。

左図のメニューまたは、ツールボタンで表
示できます。

また、グラフ以外の四角や、画像もオブ
ジェクトとして、レポートペーパに配置でき
ます。
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４．グラフ表示②：プロジェクト“1chFFT”のグラフの削除

①このような画面になっているでしょうか？

②スケジュールデータのグラフを表示するには、
グラフオブジェクト作成時に、スケジュールデータ
を扱えるグラフの種類（アレイ、カラー、トレンド）を
選ぶ必要があります。

③表示されているグラフを削除して、新規にスケ
ジュールデータ表示用のグラフを作成します。

重要

重要
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４．グラフ表示③：スケジュールデータを表示するグラフの作成

①グラフアイコン

をクリックして、ペーパー上でグラフ
の大きさ（範囲）をドラッグで指定し
てください。

②このダイアログが表示される
ので、次のページの様に設定。
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４．グラフ表示④

①波形の種類は、
パワースペクトル
瞬時値
を選択します。

②グラフの種類は、
アレイ（折れ線）
とします。

③OKボタンをクリックします。
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４．グラフ表示⑤

このような画面になったでしょうか？
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5．ツールパレット表示①：波形ビューワ

波形ビューワ（下図）の表示

左図のメニューまたは、ツールボタンで
表示できます。

波形ビューワー(XN-0850 オプション）

波形ビューワーツールボタン

16

5．ツールパレット表示②：ステータスモニタ

ステータスモニタ（下図）の表示

左図のメニューまたは、ツールボタンで
表示できます。

ステータスモニタ
ステータスモニタツールボタン

＊スケジュールの経過状況は、
ステータスモニタで確認ができます。
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６．計測

②Startボタンを押して計測を開始
します。

③Stopボタンで計測を終了します。
左の図は、計測終了後の画面で
す。計測結果のペーパーが追加
されています。

①Scheduleボタンを押します。
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７．プロジェクトへの保存

プロジェクト保存
ツールボタン

測定条件、レポートペーパーレ
イアウト、データを一括してプロ
ジェクト（*.xnprj）に保存が可能
です。

左図のメニューまたは、下図ツー
ルボタンでプロジェクトの保存で
きます。


